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いたばし№１実現プラン 2025改訂版（素案）に対するパブリックコメント 
  
◎ 募集期間：令和５年 12月２日（土）～12月 25日（月）【24日間】 

◎ 件数：39項目 52件・14人（Ｗｅｂ提出９人、メール３人、ＦＡＸ２人） 

№ 項目 意見の概要 件数 区の考え方 

１ 第１章 

総論 

コロナ禍によって停滞していた計

画を速やかに進めてほしい。コロナ

等の要因により変更が生じること

は理解するが、計画の実行や実施に

あたっての優先順位・内容について

区民の意見を取り入れて進めてほ

しい。 

１ 公共施設の新規工事着手など、先送

りしていた事業を再開する予定で

す。計画の実行にあたっては、適宜、

区民の皆様のご意見を伺いながら進

めてまいります。 

２ 人口動態について、各項目において

｢男女別の数｣がないのはなぜか。性

自認の多様性容認に反するという

意見もあるが、多くの社会生活の場

面では生物学的区別の明記が必要

となる場合が多いのではないか。 

１ 男女別の人口も把握していますが、

出生数や転出入に着目すべき動きが

特にあったため、分析しました。今

後も男女別の人口動態に注視し、プ

ランに影響がある場合には明記を検

討してまいります。 

３ 量より質、という言葉が多く出てく

るが、有能な職員を多数雇用できる

よう、初任給を上げたり、住宅補助

を拡充したりして、職員の数を増や

してほしい。質の継承ができるよう

異動が多くなりすぎないことを望

む。 

２ 区としても今後の行政需要を踏まえ

て有為な職員を採用していく必要が

あると認識しています。初任給の引

上げに関しては人事委員会勧告によ

るため、区単独での実現は困難です。

また、住宅補助については他自治体

の状況も研究しながら検討していく

必要があります。人事異動について

は、異動基準や組織状況を踏まえて

実施してまいります。 

４ 第２章 

実施計画 

「未来を担う人づくり」「魅力あふ

れる元気なまちづくり」「安心・安

全な環境づくり」の３つのチャレン

ジは政策として大変合理的である。 

１ ご理解いただき、ありがとうござい

ます。３つのチャレンジに取り組み、

重点戦略のバージョンアップを図っ

てまいります。 

５ 重点戦略のバージョンアップにあ

たっては、単なる物質的な豊かさや

健康長寿だけではなく、それらが

｢心の豊かさ｣に繋がる形であるこ

とが大切である。 

１ ご意見を踏まえ、「未来を担う人づく

り」へのチャレンジにおいて、「心豊

かに暮らせるまち」をめざすことが

わかるように加筆します。 

６ ＳＤＧｓ戦略実現に向けて、さらな

る取組強化が必要とされているが、

ＳＤＧｓ17の目標のうち（５）ジェ

ンダー平等の実現について区の施

策でまったく触れていないのはな

ぜなのか。一番住みたくなる未来都

市をめざすならば、避けては通れな

い戦略ではないかと考えるが、どの

ように施策を考えているのか。 

１ ジェンダー平等の実現については、

ＳＤＧｓ戦略の「未来を担う人づく

り」にチャレンジする視点から、「い

たばしアクティブプラン 2025」を着

実に推進していく中で、「社会的につ

くられた性差（ジェンダー）にとら

われず、また、多様な個性を理解し、

認め合い、支え合うことで、誰もが

能力を発揮できる「いたばしグッド

バランス」の実現」が達成できるよ

う全庁を挙げて取り組んでまいりま

す。 
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№ 項目 意見の概要 件数 区の考え方 

７  「全ての戦略にＳＤＧｓの目標

No.5（ジェンダー平等を実現しよ

う）を貫く」という文言を明記し、

「事業計画表」においても併記して

ほしい。公共施設のベースプランも

同様。板橋区の取り組む方向とし

て、しっかり記載し、全ての分野で

全力を挙げて取り組むという姿勢

を打ち出してほしい。 

１ ジェンダー平等に限らず、ＳＤＧｓ

の 17の目標すべてを掲載し、すべて

の分野で意識しながら取り組んでま

いります。ジェンダー平等に関して

は、「いたばしアクティブプラン

2025」に基づいて、全庁を挙げて着

実に推進してまいります。 

８ 「未来を担う人づくり」へのチャレ

ンジについて、｢少子化だからもっ

と子どもを産め｣と言うだけでは子

どもは増えない。子どもを産み、育

てながら共に生きることを幸せな

生き方だと思える社会でなければ、

多くの子どもを産もうという気に

ならないのではいか。高齢者につい

ても同じで、歳を取ってもこの区で

暮らすことを幸せだと感じ、この区

に住んで幸せだったと思って生涯

を終えることのできる社会を望む。

具体的方策を探るために、区民の意

向をくむこと。そのためには区民と

の意見交換・対話の機会を持ってほ

しい。 

１ ご意見を踏まえ、心から安心して子

どもを生み育てられるまちの実現に

向け、産前・産後から育児・教育ま

で切れ目のない支援の充実を図って

まいります。また、シニア世代にお

いても活躍を推進するとともに、医

療と介護の連携及び保険と介護予防

の一体的実施など板橋区版ＡＩＰの

さらなる深化を図ることで、高齢に

なっても住み慣れた地域で安心して

心豊かに暮らせるまちの実現をめざ

してまいります。さらに、各事業を

実施していく過程において、適宜・

適切な方法で、区民の皆様のご意見

を広く伺いながら進めてまいりま

す。 

９ 「ＳＤＧｓ戦略」「ＤＸ戦略」「ブラ

ンド戦略」の３つの重点戦略は、極

めて先進的な政策である。 

１ ご理解いただきありがとうございま

す。先進的な政策であると広く評価

されるよう、重点戦略のバージョン

アップを図ってまいります。 

10 ＡＩなどの次世代技術を、各政策分

野で活用できるよう望む。医療資源

に恵まれ、教育・文化活動にも力を

注ぐ板橋区が、重点戦略の政策によ

って“いたばし№１”を実現できる

よう期待している。 

１ ＡＩなど新しい技術や価値が暮らし

を豊かにするまちの実現に向けて、

ＤＸ戦略を様々な分野で展開し、「東

京で一番住みたくなるまち」をめざ

してまいります。 

11 防災・減災で災害に強いまちづくり

について、防災・減災の強化にあた

っては助成制度の導入などを進め

ていただきたい。 

１ 建築物耐震改修促進助成や、特に改

善を図るべき木造住宅密集地域にお

いて老朽建築物の建替促進助成など

を実施していますが、ご意見を踏ま

え、引き続き防災・減災対策の強化

に取り組んでまいります。 

12  災害の際に大きな力を発揮するの

は、地域の中小事業者であり、その

育成強化が欠かせないと考えるの

で、さらに踏み込んだ支援を進めて

いただきたい。 

１ 中小企業については、中長期的な視

点で経営の安定化及び事業継続につ

ながるよう、若手人材の確保・育成

や生産向上に資する設備投資など、

さらなる支援の充実を図ってまいり

ます。 
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№ 項目 意見の概要 件数 区の考え方 

13 住民サービスには職員の経験の蓄

積と継承が欠かせないと思う。これ

は「災害に強いまちづくり」につな

がるものである。コロナ禍で大きく

積み増しされた基金を思い切って

有効活用し、マンパワーの強化を進

めていただきたい。 

１ 職員の人材育成・活用は重要であり、

新たな行政需要への対応や事業執行

における効率性等の観点を踏まえな

がら、限られた経営資源を重点的か

つ効果的に投入し、区民サービスの

質の向上を図ってまいります。 

14 駅前の再開発や高層ビルの建築な

どが進んでいるが、多くの区民が希

望するのは、様々なお店が並ぶ下町

の良さがあふれた商店街の街並み

ではないか。子どもや高齢者も安心

して買い物や散歩ができる商店街

を残してほしい。このような小さな

声、区民の声に耳を傾ける区であっ

てほしいと願う。 

１ 再開発により高層の建物が建築され

る場合がありますが、土地の高度利

用を図ることで、誰もが利用できる

広場等のスペースを確保し、防災性

の向上やにぎわいの創出につなげて

います。また、景観や街並みに配慮

した建物となるよう、事業者等と協

議する枠組みも設けています。今後

も、安心・安全なまちを実現するた

め、地域の方々のご意見を伺う機会

を設けながら、まちづくりを推進し

てまいります。 

15 東京で一番住みたくなるまち、もし

くは家族に住んでもらいたいと思

えるまちのために必要なことは、属

するコミュニティと良好な関係性

を築ける、または築けやすいかどう

かが指標になると考える。少子高齢

化が加速する中で、良好なコミュニ

ケーションをとるためには、シニア

がスマートフォンを活用できるよ

うにスキルを磨くことが必要であ

る。動機付けをどのように行うかを

踏まえ、区政におけるスマホ教室を

実施していただきたい。 

１ デジタル技術が進む社会において、

スマートフォン操作を覚えたいとい

う高齢者の方々のニーズに対応する

べく、区立ふれあい館では、スマー

トフォン入門教室を通年で定期開催

しています。ご意見等も踏まえ、令

和６年度からは、事業をさらに拡大

していく予定です。ご指摘のように、

参加の動機付けが大切であると認識

しており、「広報いたばし」や、高齢

者向け事業の場でのＰＲなど、周知

にも力を入れてまいります。 

16  年度別計画が調整中となっている

ため、漠然としている。パブリック

コメントを行う際には、「事業量」

まで記載しないと意見が出しにく

い。これをもって区民の意見を聴い

たとするのは納得できない。より具

体化されるところで区民の声を聴

く、を徹底してほしい。 

１ 年度別計画の事業量や経費は予算編

成中につき、素案の時点では明らか

にできないため、意見が出しにくい

ということについては申し訳ござい

ません。一方で、２か年の事業量及

び令和８年度以降の方向性を明記し

ておりますので、「いつまでにどんな

ことを実施しようとしているのか」

という観点から、ぜひご意見を伺え

ればと考えております。 
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№ 項目 意見の概要 件数 区の考え方 

17 計画の中に障がい児・者に関する記

述がないことに対して違和感があ

る。障がい児・者が活躍する環境を

整備することで、少子化対策にも繋

がり、また、自然と多様性を尊重す

る機運が高まる風土ができるので

はないか。「東京で一番住みたくな

るまち」の主語に取り残されている

人はいないか、今一度考えてほし

い。 

１ 障がい者施設の整備促進を新たな実

施計画事業として追加するなど、障

がい児・者に関する施策の重要性は

認識しており、ＳＤＧｓ戦略におい

ても、そのことがわかるように記述

の工夫を検討します。 

18 001「区立児童館（CAP‘S）のサー

ビス・機能向上」に関して、担当部

課に「男女社会参画課」が入ってい

ないのはなぜか。子育ては両親が同

等の責任をもってするべきことで

あるため、男女平等を担当する所管

課を加えるべきである。 

１ 児童館のサービス・機能向上を検

討・実施する所管課は子ども政策課、

子育て支援課、支援課、健康推進課

であり、所管課として記載はなくて

も、男女社会参画課を含む関係部署

が連携しながら事業を実施してまい

ります。 

19  001「区立児童館（CAP‘S）のサー

ビス・機能向上」に関して、具体的

検討方向がわからない。11月の区議

会で示された検討の方向と一致し

ていないようだ。特に、人口減の地

域や現状の利用人数を理由に「適正

配置」から外されないだろうかとい

う点が気がかりである。利用しにく

い住民をより不便な環境に置くと

いうような検討はしないでほしい。

同じ区民でありながら、サービス格

差が生まれるような方針は出さな

いことを望む。 

１ 子育て応援児童館 CAP'S の今後の方

向性については、乳幼児親子を主た

る対象とした児童館という、全国的

にも特色のある運営は維持しつつ、

様々な子どものニーズへ対応する施

設に向けて、更なる充実を図る考え

です。児童館の配置については、地

域に根差し、多くの方が徒歩や自転

車で通える範囲であることを重視し

ています。今後も子育て世代や子ど

もたちから意見を伺う機会を設けな

がら、区民のニーズに応える子育て

支援施設となるよう検討を進めてま

いります。 

20 002「区立保育園の機能向上」に関

して、保育園入園を希望する家庭は

様々な事情やニーズを求めている。

また、必ずしも両親共働きでない家

庭でも、突発的・緊急に保育園への

入園が必要となる場合もある。多様

な区民のニーズにきめ細かい対応

が必要である。 

１ 両親共働きでない家庭に対して、育

児疲れや急病、冠婚葬祭などの理由

で、お子さんを保育できない際に、

区立・私立保育園等で一時保育を実

施しています。今後も、多様な保育

サービスを充実させ、安心して子ど

もを産み育てることができるよう、

環境の整備を進めてまいります。 

21 020「公園・公衆トイレのユニバー

サルデザイン化」に関して、身体に

障がいのある方やＬＧＢＴの方な

どが利用しやすいユニバーサルデ

ザインに配慮したトイレの設置は

大事であるが、その面積と予算削減

のために｢女性専用トイレ｣をなく

すことには反対する。防犯の面から

も残すべきである。 

１ コスト削減を目的として、男女共用

化を進める考えはありません。ただ

し、法令上の建築面積の上限により

男女別のトイレが整備できない場合

には、公園の状況や近隣・利用者の

意向等を踏まえ、共用トイレか設置

を断念するかを選択することになり

ます。 
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№ 項目 意見の概要 件数 区の考え方 

22 033「公共交通の機能向上と整備促

進」に関して、都営三田線と東武東

上線を結ぶ公共交通機関の充実を

望む。特に、終バスが遅くなるよう

交通事業者へ働きかけてほしい。 

１ 区内では、都営三田線と東武東上線

の間の移動は、路線バスが担う交通

網が形成され、バスの通行可能な道

路の大半で、路線バスが運行されて

います。公共交通機関の維持には、

皆様の日頃からのご利用・ご活用が

とても大切です。引き続き、鉄道や

バスの利用状況等を注視しつつ、い

ただきましたご意見は、交通事業者

と共有してまいります。 

23  037「自転車通行空間整備事業」に

関して、自転車走行時の道路におけ

る専用通行部分の設置とともに、自

転車の通行規制の見直しが必要で

ある。子どもの頃から、きちんとし

た乗り方や交通規則の学習を行え

る環境を整備することを望む。 

１ 区では安心・安全に移動できる道路

環境の実現に向けて自転車ネットワ

ーク路線を設定し整備すると共に、

整備形態についても交通規制を所管

する警察等と協議してまいります。 

また、幼稚園や保育園などへの意識

啓発を継続することに加え、区立学

校での交通安全学習や実習の充実を

図ってまいります。 

24 第３章 

経営革新

計画 

生産年齢人口の減少により、職員の

確保は一層困難な状況になってい

るとあるが、そのために住民サービ

スが低下するような状況になって

はさらに大きな問題になりかねな

い。地域住民にも手を借りて維持す

るという側面があってもいいので

はないか。出来ないから縮小するの

ではなく、出来る方法を徹底して模

索するなど、方向をしっかり明記し

てほしい。 

１ 持続可能な区政経営を実現していく

ため、職員の採用にあたり、様々な

取り組みを通じて人材確保に努める

とともに、これまで以上に職員の育

成と能力開発を加速させてまいりま

す。また、委託や指定管理者制度の

導入等の従来の民間活用の考え方を

さらに発展させ、行政と民間が課題

や目標を共有し、互いが持つ強みを

活かしながら、双方向の対話によっ

て新しい価値を創造し、質の高い区

民サービスを提供してまいります。 

25 「新たな公民連携をめざして」が現

在区営である児童館にどのような

影響を与えるのか。営利を度外視し

た民間を想定されているのか。「子

育て」に「有料」等が入ってくるこ

とは問題である。別の項目で人材確

保の大変さにも触れていることか

ら、「子育て」の担い手についても

検討されていると思うが、民間で安

心できる担い手を確保できると考

えられるか。児童館で「新たな公民

連携」の導入を検討される場合は、

きちんと住民に示し、話し合いのう

えで進められるよう求む。 

１ 新たな公民連携では、民間との共創

によって付加価値を生み出すととも

に、これまで以上に効率的かつ効果

的なサービスの提供を目的としてい

ます。児童館についても、果たして

きた役割や成果などを評価のうえ、

乳幼児親子や子どもたちに寄り添っ

たさらなる支援の充実に向けて新た

に求められる機能やサービス、適切

な運営方法などを検討してまいりま

す。今後も定期的にアンケート等を

活用するなど、子どもたちの声や子

育て世代等の声を伺いながら、区民

のニーズに応える子育て支援施設と

なるよう努めてまいります。 
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№ 項目 意見の概要 件数 区の考え方 

26  新河岸三丁目集会室が廃止される

ようだが、代替となる集会室がな

い。他にも、新河岸三丁目は、コミ

ュニティバスが停留所として設定

されておらず、洪水対策なども具体

的な情報が届いていない。地域差別

を感じさせるような行政の姿勢は

改めることを望む。特に、老朽化な

どで集会室廃止を行う場合、代替施

設を提示してほしい。 

１ 新河岸三丁目に設置している新河岸

公園内集会所は築 40 年を迎え老朽

化しており、都市公園法によって現

地で同規模の建替はできない状況で

す。近隣には、区営高島平七丁目ア

パート集会室や、民間施設「特別養

護老人ホーム三園の里」の一部を地

域の方も集会目的で利用できる環境

がありますので、今後廃止を予定し

ております。具体的な時期について

は、今後地域の皆様のご意見をいた

だきながら検討を進めてまいりま

す。 

27 区民集会所の廃止対象について、歩

行器等を使用して近所の集会所に

出向く高齢者や、乳幼児連れの保護

者も多いのではないか。集会所を廃

止・縮小する場合は「住民に対し納

得の説明を重ねる」旨をどこかに記

載しておく事が重要だと考える。 

１ 区民集会所の適正配置については、

平成 27年に策定した「公共施設等の

整備に関するマスタープランに基づ

く個別整備計画」において考え方を

整理し、公表しております。具体的

に集会所を廃止・縮小する場合には、

引き続き、地域の皆様にご理解をい

ただきながら進めてまいります。 

28 第４章 

公共施設

等ベース

プラン 

○旧保健所跡地の活用と男女平等

推進センターについて 

３年間の計画凍結を経て白紙に

戻されたが、理由は何か。過去の

経緯を生かし、凍結以前の計画の

延長線上で構想・整備が進められ

るべきである。 

２年以上も調整期間を設定し、令

和 10 年ごろ工事着手とする理由

は何か。あまりに遅い。 

男女平等推進センターの再整備

と機能充実を早期に求める。 

誰もが利用しやすい場所でイベ

ントの都度部屋の確保が抽選結

果に左右されることなく、区の実

施事業として優先して確保でき

るような会議室や相談室が必要

である。働いている人や若者、子

育て世帯なども利用できるよう、

保育室を整備することを希望す

る。 

複合施設として音楽ホールを作

り、吹奏楽の練習やミニコンサー

トができるものを望む。 

今後については、関連団体をはじ

め区民の意見・要望をしっかり受

け止める場を作ることを望む。 

７ 令和元年９月に「本庁舎周辺公共施

設再編方針」を策定しましたが、令

和２年以降の区を取り巻く環境の著

しい変化や、これまでいただいた区

民の皆様からの声などを踏まえる

と、コロナ禍前に決定した方針に基

づいて計画を再開することは困難で

あると総合的に判断し、旧保健所跡

地の活用については白紙に戻して整

備構想・計画づくりから始める方針

案に変更しました。男女平等推進セ

ンターについては、分散配置の解消

や機能充実に関する課題があると認

識しており、引き続き解決に向けて

検討してまいります。今後の予定に

ついては、令和６年度から整備構

想・計画を策定するために２年、そ

の計画に基づいて基本設計・実施設

計にそれぞれ１年ずつかかるため、

工事は最短でも令和 10 年度の着手

になると見込んでいるところです。

検討にあたっては、適宜、区民の皆

様のご意見を広く伺いながら進めて

まいります。 
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№ 項目 意見の概要 件数 区の考え方 

29  旧板橋第四中学校跡地の活用につ

いて、旧校庭はそのまま残してほし

い。旧校舎は、高齢者施設と保育

園・幼稚園を併設し、加えて、障が

いのある方や子連れでも利用でき

るユニバーサルデザインに配慮し

たトイレを備え、誰もが気軽に立ち

寄れる、安価で利用できるカフェに

してはどうか。さらに、子育て相談

や悩み事等を相談できる相談員を

設置し、高齢者に限らず、若者も含

めた一人暮らしの方も気軽に話し

楽しく過ごせるような施設。誰一人

取り残さないモデルとなる施設と

して、税金を投入してほしい。 

１ 旧板橋第四中学校跡地の活用につい

ては、富士見地域センターやフレン

ドセンター、南部土木サービスセン

ター、文書倉庫などで現に利用して

いる行政機能の今後を含め、令和６

年度から活用方針の検討を開始する

予定です。いただいた活用案を含め、

広く区民の皆様からご意見を伺いな

がら検討を進めてまいります。 

30  ○区民参加について 

行政はいつも事実上ほぼ決定し

てから区民の声を聴く形をとっ

ている。原案をつくる前に地域住

民や施設の利用者から真剣に聴

く体制をつくってもらいたい。こ

のことを実行し事業に反映させ

る旨を文章上に明確に記載して

もらいたい。 

公共施設の見直しにあたり、施設

の廃止や縮小も検討されている

ようだが、住民の意見はどう反映

されているのか。地域活動の拠点

が少なくなり、大変困っている。

また、集会所利用料の値上げで会

場費の負担が重すぎるといった

意見も多く聞いている。意見をき

ちんと聞いて施策に反映させて

ほしい。 

２ 公共施設の再編整備や廃止・縮小等

にあたっては、広く区民や施設利用

者等のご意見等を伺いながら、検討

を進めていく必要があります。その

検討にあたっては、適宜、区が責任

をもって考え方を示し、成案に練り

上げていくプロセスが重要であると

考えます。集会所の利用料について

は、平成 24年度の改訂以降値上げし

ておりませんが、今後改訂する際に

は社会情勢なども踏まえ、適切な料

金となるよう検討してまいります。 

31 中央図書館跡地には“緑と文化のま

ち”にふさわしい近代的な総合文化

施設を望む。このことにより、区民

の文化度が高まり、再開発による区

内転入者にとっても魅力に感じら

れるとともに、区内高齢者にとって

も高い文化に触れられて誇りに思

えるのではないか。 

１ 中央図書館跡地は、第一種低層住居

専用地域にあり、ご意見の趣旨に沿

った文化施設を建築することは難し

い状況です。一方で、これまで常盤

台区民事務所の移転を前提としてき

た考え方は見直し、上板橋駅南口駅

前周辺地区におけるまちづくりの進

展や緑化及びＤＸの推進状況などを

踏まえ、改めて令和６年度から活用

方針の検討を開始する予定です。広

く区民の皆様のご意見を伺いながら

検討を進めてまいります。 
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№ 項目 意見の概要 件数 区の考え方 

32  ○エコポリスセンターと前野ホー

ルの今後について 

エコポリスセンターは、地球環境

を考えるための学習・実習・発表

の場として維持・発展させること

が必要。併せて、施設の目的・意

義・参加を宣伝していくことが求

められるため、機能拡充を望む。 

前野ホールは現地存続を望む。存

続にあたっては、利用申し込みを

現地で行え、コピー機を設置する

など利用者の利便性向上を図り、

地域住民の交流等が行える、より

身近な施設と位置づけ、充実・発

展させてはどうか。 

２ 令和４年に公表した「エコポリスセ

ンターのあり方検討結果」を踏まえ、

前野地域センターと前野ホールの集

約化を前提とした考え方を見直し、

それぞれ令和８年度からの次期基本

計画期間中に更新時期や機能の充実

を検討します。エコポリスセンター

は、これまでの啓発・実践期から発

展期と位置づけ、スマートシティや

ゼロカーボンいたばし 2050 の推進

をめざし、アウトリーチ＆オンライ

ンを活用しながら、環境教育の発展

的な機能の充実を図ってまいりま

す。 

33 その他 具体的なことがないので、意見が出

しにくい。白紙から区民の意見を聞

いて作り上げる主旨なのか、具体的

な内容が提案されてから改めて区

民の意見を聞くつもりなのか。具体

的な計画が出た後も区民の意見を

聞く機会を持って検討してほしい。 

３ №１プランは区政全般にわたる総合

的・短期的なアクションプログラム

です。このプランに基づき各事業を

実施していく過程において、適宜・

適切な方法で、広く区民のご意見を

伺いながら、改善を図ってまいりま

す。 

34  資料の表紙や年度別計画など、全体

的に和暦と西暦を併記してほしい。 

２ 年度別計画を含め、全体的に和暦と

西暦の併記を改めて統一しました。 

35 片仮名語や略語を手軽に使うので

はなく、可能な限りわかりやすい日

本語を使用してだれもが理解でき

る文章・表現であってほしいと切望

する。難しい場合は注釈を付けてほ

しい。 

２ 国や東京都をはじめ広く使用されて

いる用語については、英語表記や片

仮名表記を使用しておりますが、可

能な限り注釈を加えるなど、わかり

やすい表現や説明に努めてまいりま

す。 

36 パブリックコメントを提出しやす

い手段を講じてほしい。 

１ 直接または郵送・ＦＡＸ・Ｅメール

のほか、区のホームページからも提

出できますが、より提出しやすい手

段について今後も研究してまいりま

す。 

37 ＳＤＧｓ17 の目標を明記してほし

い。 

１ 意見を踏まえ、ＳＤＧｓの 17の目標

と、それに関連する区の取組を追加

します。 

38 情報をできるだけオープンにし、住

民の声をこまめに聞いてやり取り

していく姿勢を持ってほしい。 

１ 情報公開と区民参加は区政経営の基

本であり、ご意見を踏まえ、引き続

き推進してまいります。 
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39 公共事業がモデルとなって地域経

済の底上げモラルを再構築するた

め、公契約条例の制定を望む。 

１ 公契約条例は、労働環境を改善する

手段として有効であると認識してい

ますが、公共工事等の事業に従事す

る労働者の賃金・労働条件は労働基

準法・最低賃金法等の関係法令を遵

守しつつ、雇用者と被用者の当事者

間で決定されるのが基本であるた

め、現状では制定の予定はありませ

ん。他方、令和５年４月に「板橋区

が発注する契約に係る労働環境の確

認に関する要綱」を制定し、契約時

に労働環境チェックシートを提出し

ていただくことで、区が発注する契

約に係る適正な履行の確保と労働環

境の整備に配慮した調達を推進して

おります。 

 


